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前時は，２色のボールを集めるゲームを楽しみながら，前単元で学習した３～

５の数の構成を確かめ，図に表しました。その際，一つもボールがない状態から

０の意味を捉え，同様に図に表しました。さらに，構成の図から，３～５の構成

の仕方は数が１増えるごとに１種類ずつ増えていることを見いだしていました。

〈課題設定以前〉 「猛獣狩りへ行こうよ」を行い，グループ内で赤と白に

１ 「猛獣狩りへ 分かれた結果を前単元で学習した３～５の数の構成を示し

行こうよ」を行 た幾つと幾つボードを見ながら確かめ，既習事項を振り返

い，課題を設定 りました。そして，６人グループで赤と白に分かれた結果

する。 を５の構成と比較しやすくし，「これで全部かな」と問うこ

とで，子供たちはまだ分け方があるはずだ

と類推し，本時の課題を設定しました。

学習課題：６の分け方は，何種類あるのかな

〈課題解決中〉 ブロックを操作したり，幾つと幾つ図をかいたりして，６の分け方を考えまし

２ ６の分解を数 た。幾つと幾つ図を友達と見せ合いながら，対話することで，図の共通点と差異

図ブロックや図 点に気付いて，漏れや重なりがないよう，全部で何種類の分け方ができるかを考

で表し，６の構 えていきました。

成について話し

合う。

３ 数当てゲーム そして，幾つと幾つ図を順序よく並べることで，赤と白の境が階段のように見

をする。 えることや種類の数が１ずつ大きくなっていることに気付き，既習の数の構成と

同じであることを見いだしました。その後，６人を二つに分け，一方の数が分か

るとき，もう一方の数を考えるゲームを行い，合成・分解を繰り返しました。

〈課題解決後〉 「分かったことやできたことはあったか」「友達の話をよく聞けたか」の二つの

４ 本時の学習を 観点で，成長シートに丸をかいて振り返り，分け方が７種類であったことや図を

振り返る。 並べると階段のようになるなどの発見したことを確かめました。

そして，次の時間に考えたいことを考え，次時への見通しをも

ちました。

遊びの要素を取り入れて，楽しく数の構成を学習できたが，対話によって，考

えを深めることが難しい様相があった。対話のモデルを示すなどして，対話の技

能を高めたり，活動を工夫し，対話したいという思いをもたせたりする手立てを

学年の段階を考慮して行う必要があった。今後，対話によって自分の学びが深ま

ることや友達に分かってもらえるうれしさ等を感じられるようにしていきたい。

考察

６の分け方は，５より１種類多くなっ

て，７種類になるんじゃないかな。

まだ考えてなかったな。

それも６だね。

赤が２と白が４だ。

私も同じだよ。赤が

５と白が１はある？

友達の話を聞いて，数が１ずつ大きくなっていること

が分かったよ。次は，７の分け方を考えてみたいな。

前時までの学び

学習指導案はこちら→ http://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~sakasho/open-class.html




